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佐
藤

悦
子

花
曇
り
の
天
候
の
中
、
４
月
３
日
（
木
）

阪
急
「
夙
川
駅
」
に
13
人
が
集
合
。
静
か
な

住
宅
街
を
通
り
抜
け
、
夙
川
河
川
敷
に
。
桜

の
花
も
七
分
咲
き
で
美
し
い
景
色
を
み
せ
て

く
れ
て
は
い
た
が
、
下
見
を
し
た
折
は
も
っ

と
桜
並
木
を
想
像
し
て
い
た
の
だ
。
昔
こ
の

地
域
は
「
桜
名
所
百
選
」
に
選
ば
れ
た
所
。

少
々
期
待
外
れ
だ
っ
た
。
考
え
て
み
れ
ば
、

桜
に
も
寿
命
が
あ
る
の
だ
。

名
所
に
選
ば
れ
て
か
ら
35
年
。
人
間
と
同

じ
く
世
代
交
代
な
の
だ
。
古
木
が
伐
採
さ
れ
、

其
の
後
に
若
木
が
花
を
咲
か
せ
て
い
た
が
、

ま
だ
ま
だ
時
間
・
人
手
が
必
要
の
よ
う
だ
。

だ
が
、
此
処
は
桜
の
名
所
。
近
所
の
老
夫
婦

で
あ
ろ
う
二
人
が
寄
り
添
い
つ
つ
、
桜
を
静

か
に
愛
で
て
い
る
。
又
、
そ
の
横
を
セ
ン
ト

バ

ー

ナ

ー

ド

が

５

頭

飼

主

に

連

れ

ら

れ

散

歩

。

色

々

な

人

が

通

り

過

ぎ

て

行

く

。

そ

の

中

で

も

各

自

桜

を

楽
し
ん
だ
。

そ
ろ
そ
ろ
お
昼
。
お
弁
当
を
食
べ
て
解
散

し
た
。
何
処
も
寄
る
事
も
な
く
、
幹
事
と
し

て
は
反
省
が
残
る
花
見
で
あ
っ
た
。
日
本
人

に
と
っ
て
桜
と
は
一
瞬
咲
き
乱
れ
、
は
か
な

く
散
っ
て
い
く
様
子
を
見
て
、
昔
の
人
は
仏

教
思
想
に
よ
り
死
生
観
に
思
い
を
馳
せ
た
の

で
あ
ろ
う
か
？
現
在
で
も
桜
の
開
花
予
想
が

注
目
の
的
と
な
る
の
は
、
冬
か
ら
春
へ
の
移

り
変
わ
り
を
楽
し
み
に
待
ち
つ
つ
、
一
歩
季

節
は
進
み
、
就
職
・
入
学
と
希
望
に
満
ち
た

人
生
が
始
ま
る
季
節
。
私
達
は
た
だ
そ
れ
を

見
守
り
応
援
す
る
の
み
で
あ
る
。

帰
途
三
番
街
で
桜
花
賞
の
宣
伝
。
白
馬
と

ポ
ニ
ー
が
お
り
、
お
客
さ
ん
を
乗
せ
て
い
る
。

こ
れ
も
春
を
告
げ
る
催
し
。
誰
に
ど
ん
な
満

開
の
花
が
咲
く
の
だ
ろ
う
。
競
馬
フ
ァ
ン
な

ら
ず
と
も
気
に
な
る
話
で
あ
る
。

米
谷

弘
子

「
春
の
ぶ
ら
り
ウ
ォ
ー
ク
」
で
夙
川
公
園

の
花
見
に
、
４
月
３
日
（
木
）
参
加
し
ま
し

た
。
夙
川
と
い
え
ば
、
住
み
た
い
町
NO
１
、

桜
の
名
所
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。

山
の
手
の
方
は
苦
楽
園
ま
で
、
海
側
は
香

櫨
園
ま
で
夙
川
の
両
岸
に
桜
並
木
が
続
く
。

桜
の
間
に
松
も
生
い
茂
り
、
松
の
緑
と
桜
の

ピ
ン
ク
が
程
よ
い
調
和
を
な
し
て
い
る
。
戦

争
の
燃
料
用
と
し
て
伐
採
さ
れ
た
松
を
惜
し

ん
で
、
昭
和
25
年
頃
当
時
の
辰
馬
市
長
に
よ
っ

て

、

１

６
６

０

本

の

桜
が

植

え

ら

れ
た

も

の

で

、
市

民

の

憩

い
の

場
で
も
あ
る
。

大

阪

城

公
園

程

の

人

出
で

は

な

い

が
、

川
で
た
わ
む
れ
る
子
供
達
と
か
、
家
族
連
れ

で
賑
わ
っ
て
い
た
。

私
達
は
東
屋
に
陣
ど
っ
て
昼
食
・
歓
談
後

は
解
散
し
、
自
由
散
策
と
な
っ
た
。
夙
川
駅

前
の
羽
衣
橋
の
た
も
と
で
平
成
17
年
、
公
募

で
名
づ
け
ら
れ
た
「
夙
川
舞
桜
」
が
目
に
と

ま
っ
た
。
花
弁
は
最
初
は
薄
い
ピ
ン
ク
か
ら

徐
々
に
白
に
な
り
、
最
後
は
赤
く
染
ま
っ
て

散
る
と
い
う
。
ま
さ
に
そ
の
名
前
の
通
り
で

そ
の
風
情
が
心
に
残
っ
た
。

午
前
中
は
苦
楽
園
に
向
か
っ
て
、
午
後
か

ら
は
香
櫨
園
に
向
か
っ
て
歩
い
た
。
高
級
住

宅
地
と
あ
っ
て
、
静
か
な
町
の
た
た
ず
ま
い

の
中
に
桜
並
木
が
続
い
て
い
た
。
電
車
の
窓

か
ら
は
い
つ
も
見
て
い
る
夙
川
だ
が
、
降
り

た
っ
た
の
は
こ
れ
で
二
度
目
。
最
初
は
今
か

ら
15
年
前
、
桜
を
楽
し
ん
だ
後
、
次
の
駅
の

「
芦
屋
川
」
で
お
茶
を
す
る
為
有
名
な
お
店

に
立
ち
寄
っ
た
時
、
通
さ
れ
た
2
階
で
当
時

話
題
の
人
、
樹
木
希
林
の
夫
の
内
田
裕
也
が

連
れ
の
人
と
お
茶
を
し
て
い
る
場
面
に
出
合

す
。
今
は
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

夙
川
公
園
の
花
見
に
参
加
し
て

春
の
ぶ
ら
り
ウ
ォ
ー
ク
に

参
加
し
て

全 員 揃 っ て

賑わう河川敷



菊
川

泰
博

僕
は
昭
和
22
年
愛
媛
県
生
ま
れ
の
78
歳
で
す
。
友
人

の
吉
川
君
の
紹
介
で
入
会
し
ま
し
た
。
今
は
保
育
所
で

毎
日
楽
し
く
、
子
供
た
ち
を
相
手
に
遊
ん
で
い
ま
す
。

趣
味
は
読
書
、
カ
ラ
オ
ケ
、
酒
も
大
好
き
で
す
。
何

事
に
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。
早
速
、
大
阪
城
公
園
ク
リ
ー

ン
作
戦
に
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
男
女
と
も
７
人

の
計
14
人
で
し
た
。
高
橋
さ
ん
と
一
緒
に
、
雑
談
を
し

な
が
ら
ゴ
ミ
拾
い
を
し
ま
し
た
。
収
穫
は
ゴ
ミ
袋
に
三

分
の
二
位
で
し
た
。
長
居
公
園
で
も
外
国
人
が
多
い
の

で
す
が
、
大
阪
城
公
園
で
は
見
る
限
り
日
本
人
よ
り
外

国
人
の
方
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

活
動
後
は
皆
で
集
合
し
て
、
ワ
イ
ワ
イ
・
ガ
ヤ
ガ
ヤ

と
お
喋
り
し
な
が
ら
弁
当
を
食
べ
ま
し
た
。
年
を
重
ね

る
と
「
キ
ョ
ウ
イ
ク
」
を
心
が
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
が
、
「
教
育
」
と
は
違
い

ま
す
。
「
今
日
は
ど
こ
に
行
こ
う
か
な
」
と
言
う
事
で

す
。
参
加
さ
れ
て
い
る
方
々
は
、
皆
さ
ん
元
気
で
す
。

解
散
後
は
、
上
田
さ
ん
に
事
務
所
ま
で
連
れ
て
行
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
僕

は
駅
の
階
段
は
全
て
歩
き

で
す
。
普
段
か
ら
心
が
け

て
い
ま
す
。

事
務
所
で

は
上
田
さ
ん
、
高
橋
さ
ん

と
昔
の
バ
ブ
ル
の
頃
等
の

話
や
、
病
気
や
健
康
の
話

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

仕
事
が
あ
る
の
で
、
２

時
半
頃
に
事
務
所
を
出
ま

し
た
が
、
地
下
鉄
の
「
大
国
町
」
で
い
つ
も
と
同
じ
時

刻
の
電
車
に
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
楽
し
い
１
日

で
し
た
。

麻
雀
や
カ
ラ
オ
ケ
に
も
参
加
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

自
然
が
豊
か
な
服
部
緑
地
内
に
あ
る
植
物
園
。
屋
外

に
は
、
約
４
５
０
種
1
３

０
０
本
も
の
ツ
バ
キ
が
植

え
ら
れ
て
い
る
「
椿
山
」

「
ハ
ー
ブ
園
」
「
四
季
の

庭
」
な
ど
、
趣
の
異
な
る

エ
リ
ア
が
広
が
り
ま
す
。

雨
天
で
も
安
心
し
て
楽

し
め
る
温
室
に
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
亜
熱
帯
植

物
や
サ
ボ
テ
ン
が
展
示
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
原
種
・

園
芸
品
種
の
ツ
バ
キ
を
展

示
す
る
カ
メ
リ
ア
ル
ー
ム
も
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
園
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

・
日

時
‥
５
月
22
日
（
木
）
10
時
30
分
～

・
集

合
‥
北
大
阪
急
行
（
地
下
鉄
御
堂
筋
線
直
行
）

「
緑
地
公
園
駅
」
西
改
札
口

・
持

物
‥
弁
当
・
飲
物
・
雨
具
・
敷
物

・
入
園
料
‥
２
２
０
円

・
申
込
み
‥
５
月
19
日
（
月
）
ま
で
に
事
務
所
へ

大
阪
城
公
園
ク
リ
ー
ン
作
戦
に

初
参
加
し
て

統
合
以
来
６
回
目
の
定
時
総
会
が
、
以
下
の
日
程

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

・
日
時
‥
６
月
14
日
（
土
）

10
時
～
12
時

・
場
所
‥
大
阪
府
社
会
福
祉
会
館
・
５
階

（
大
阪
市
中
央
区
谷
町
7-

4-

15
）

・
内
容
①
24
年
度
活
動
報
告
及
び
決
算
報
告

②
25
年
度
活
動
計
画
及
び
25
年
度
予
算
案

③
運
営
委
員
の
選
出

④
意
見
交
換
・
そ
の
他

総
会
後
、
事
務
所
近
く
の
「
興
隆
園
」
で
昼
食
懇

親
会
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

※
な
お
、
同
封
の
ハ
ガ
キ
「
総
会
・
出
欠
表
」
は
、

５
月
23
日
（
金
）
ま
で
に
必
ず
投
函
し
て
下
さ
い
。

第
６
回
定
時
総
会
の
ご
案
内

わ
く
わ
く
町
中
散
策

～
服
部
緑
地
・

都
市
緑
化
植
物
園
へ
の
お
誘
い
～



五
月
第
二
日
曜
日
は
「
母
の
日
」

―
―
お
か
あ
さ
ん
の
日
で
、
日
頃
、

母
親
に
苦
労
を
か
け
て
い
る
子
供

達
が
親
孝
行
の
マ
ネ
ゴ
ト
を
テ
レ

な
い
で
で
き
る
日
で
あ
る
。

こ
の
「
お
か
あ
さ
ん
」
と
い
う

言
葉
は
、
今
で
こ
そ
す
っ
か
り
親
し
い
標
準
的
な
言
葉
に

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
言
葉
が
出
来
た
の
は
案
外
新
し
く
、

明
治
三
十
年
ご
ろ
の
こ
と
だ
と
い
う
。

そ
の
こ
ろ
、
文
部
省
で
作
ら
れ
た
小
学
校
国
語
の
教
科

書
で
は
じ
め
て
お
目
見
え
し
た
言
葉
で
あ
る
が
、
当
時
、

東
京
の
町
で
は
士
族
階
級
で
は
オ
カ
カ
サ
マ
と
い
い
、
町

人
階
級
で
は
オ
ッ
カ
サ
ン
と
言
っ
て
い
た
。
そ
の
中
間
を

と
っ
て
出
来
た
言
葉
が
こ
の
「
お
か
あ
さ
ん
」
で
あ
っ
た

が
、
馴
染
み
の
薄
い
東
京
の
市
民
に
は
不
評
判
で
、
そ
の

読
本
は
「
お
か
あ
さ
ん
読
本
」
と
い
う
あ
だ
名
で
呼
ば
れ

た
も
の
だ
と
い
う
。

な
お
、
こ
の
「
お
か
あ
さ
ん
」
の
も
と
に
な
っ
た
「
お

か
か
さ
ま
」
「
お
っ
か
さ
ん
」

は
と
も
に
「
お
か
た
さ
ま
」
か

ら
出
た
も
の
、
「
お
か
た
」
は

元
来
上
流
の
家
庭
で
、
主
婦
や

女
主
人
を
言
っ
た
「
北
の
方
」

の
「
方
」
に
「
お
」
を
つ
け
た

も
の
で
あ
る
。

健
康
情
報
シ
リ
ー
ズ

「
狭
心
症
」

[

原
因]

～
動
脈
硬
化
や
ス
ト
レ
ス
で
冠
動
脈
が
狭
窄
～

心
臓
に
血
液
を
送
る
冠
動
脈
が
狭
く
な
る
こ
と
で
、

心
筋
の
血
液
が
不
足
す
る
狭
心
症
。
動
脈
硬
化
が
原

因
で
運
動
量
が
多
い
と
き
に
発
作
を
起
こ
す
労
作
性

狭
心
症
と
、
冠
動
脈
が
け
い
れ
ん
す
る
こ
と
で
発
作

を
起
こ
す
安
静
性
狭
心
症
に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。

安
静
性
狭
心
症
の
原
因
は
ス
ト
レ
ス
や
飲
酒
・
喫
煙

な
ど
で
、
就
寝
中
の
夜
中
か
ら
明
け
方
に
発
症
し
や

す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

[
症
状]

～
胸
が
痛
く
息
切
れ
す
る
発
作
を
起
こ
す
～

突
然
、
胸
の
真
ん
中

あ
た
り
が
締
め
付
け
ら

れ
る
よ
う
に
痛
み
、
左

肩
・
左
腕
・
あ
ご
な
ど

の
痛
み
や
息
切
れ
を
伴

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
狭
窄
症
の
発
作
は
数
分
か
ら

15
分
程
度
で
治
ま
り
ま
す
が
、
症
状
が
長
く
て
痛
み

よ
り
も
強
け
れ
ば
、
冠
動
脈
が
完
全
に
詰
ま
り
、
や

が
て
心
筋
が
壊
死
す
る
心
筋
梗
塞
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
要
注
意
で
す
。

[

治
療
と
予
防]

～
食
事
と
運
動
に
気
を
配
ろ
う
～

病
院
で
は
発
作
を
鎮
め
る
薬
が
処
方
さ
れ
ま
す
の

で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
も
落
ち
着
い
て
対
処
で
き
ま

す
。
カ
テ
ー
テ
ル
と
い
う
細
い
管
で
狭
く
な
っ
た
血

管
を
広
げ
る
治
療
や
、
新
た
な
バ
イ
パ
ス
血
管
を
作

る
手
術
も
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
と
軽
い
運

動
を
習
慣
化
す
る
こ
と
で
、
動
脈
硬
化
を
防
ぎ
、
ス

ト
レ
ス
を
軽
減
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

[

疲
れ
を
解
消
し
て
毎
日
元
気
に
！]

～
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
活
用
も
ア
リ
～

体
に
必
要
な
栄
養
素
は
本
来
食
事
で
と
る
べ
き
で

す
が
、
難
し
い
場
合
は
サ
プ
リ
メ
ン
ト
で
補
う
の
も

よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
ず
、
自
分
の
体
調
を
見
つ
め
直

し
て
必
要
な
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
厳
選
し
、
と
り
過
ぎ

は
避
け
る
こ
と
。
妊
娠
中
の
人
や
高
齢
者
、
ア
レ
ル

ギ
ー
体
質
や
疾
患
の
あ
る
人
は
、
ま
ず
医
師
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

（
「
健
康
生
活
メ
モ
カ
レ
ン
ダ
ー
」
よ
り
）水きり絵（長尾 康子）

◆
こ
と
ば
の
歳
時
記

金
田
一
春
彦

五
月

～

お
か
あ
さ
ん

～



〇
わ
く
わ
く
町
中
散
策

～
服
部
緑
地
・
都
市
緑
化
植
物
園
～

・
日
時
‥
５
月
22
日
（
木
）
10
時
30
分
～

・
集
合
‥
北
大
阪
急
行
「
緑
地
公
園
駅
」
西
改
札
口

・
申
込
‥
５
月
19
日
（
月
）
ま
で
に
事
務
所
へ

※
二
面
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

〇
第
６
回
定
時
総
会

・
日
時
‥
６
月
14
日
（
土
）
10
時
～
12
時

・
場
所
‥
大
阪
府
社
会
福
祉
会
館
・
５
階

※
二
面
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

〇
健
康
麻
雀

初
級

教
室

・
日
時
‥
５
月
３
日
（
土
・
祝
）
５
月
24
日
（
土
）

６
月
７
日
（
土
）

13
時
半
～
16
時
半

〇
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

教
室

今
月
は
お
休
み
で
す
。

〇
ス
マ
ホ

教
室

・
日
時
‥
５
月
10
日(

土)

13
時
半
～
15
時
半

〇
い
き
い
き
体
操

教
室

・
日
時
‥
５
月
21
日
（
水
）
13
時
半
～
14
時
半

〇
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

同
好
会

・
日
時
‥
５
月
３
日
（
土
・
祝
）
５
月
17
日
（
土
）

６
月
７
日
（
土
）

13
時
～
17
時

〇
水
切
り
絵

同
好
会

・
日
時
‥
５
月
８
日
（
木
）
11
時
～
15
時

〇
絵
手
紙

同
好
会

・
日
時
‥
５
月
19
日
（
月
）
11
時
～
15
時

〇
カ
ラ
オ
ケ

同
好
会

・
日
時
‥
５
月
27
日
（
火
）
13
時
～
17
時

・
場
所
‥
ジ
ャ
ン
カ
ラ
上
本
町
駅
前
店

※
「
カ
ラ
オ
ケ
」
以
外
の
教
室
・
同
好
会
は
、
全
て

拠
点
事
務
所
で
の
開
催
で
す
。

◎ 時間預託提供活動

時 間 ４４時間

提供者 １１人

◎ 奉仕活動

時 間 ５５９時間

提供者 ４７人

◎ 会員数

入 会 １世帯１人

退 会 ２世帯２人

◎ 月末会員数

１９４世帯

２４８人

教
室･

同
好
会

ご
案
内

俳

句

絵手紙（萩原 洋子）

あ

ま

り

に

も

ま

じ

め

に

周

り

右

往

左

往

タ

カ

シ

帰

天

せ

し

人

に

泰

山

木

の

花

齋

藤

富

美

代

長

閑

さ

や

可

愛

げ

の

な

き

猫

と

ゐ

て

の

ど

か

須

見

敏

江

仰

ぐ

た

び

腰

を

伸

ば

し

て

花

の

城
森

下

和

子

３月度会員動向

催
事

ご
案
内

川

柳

★

運
営
委
員
会

・
日
時
‥
５
月
10
日
（
土
）
10
時
～
12
時

・
場
所
‥
拠
点
事
務
所

★

会
報
発
送
作
業

６
月
号
の
発
送
作
業
は
、
６
月
２
日
（月
）13
時
半
～
拠

点
事
務
所
で
行
い
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

★

会
報
の
隔
月
発
行
に
つ
い
て

会
報
７
月
号
以
降
は
、
本
部
の
会
報
と
同
じ
く
奇
数

月
の
み
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

★

拠
点
事
務
所
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
感
染
対
策
の
為
、
事
務
所

の
執
務
時
間
は
、
平
日
の
11
時
～
15
時
と
し
ま
す
。

T
E
L

／
F
A
X(

０
６)

６
７
１
０-

４
５
２

２

お

知

ら

せ

優

し

さ

を

使

い

果

た

し

て

鬼

嫁

に

パ
ナ

コ
ラ
ン


